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7 月22日（月）大垣フォーラム

ホテル、旭の間にて 7 月度例会総

会懇親会がとりおこなわれました。

参加いただきました会員の皆様、

本当にありがとうございました。

総会懇親会は、親睦委員長とし

て初めて担当する事業であると

ともに、第64期大垣竹の子会とし

ても例会としては、最初の事業と

なります。参加者に、来賓、特別会員、韓国から昌

原青年会議所をお迎えし、64期の発足のご報告、並

びに会長からの所信表明を聞いていただき活動方針

を知ってもらい、その前途洋々を祈念し乾杯、交流

をするのが一連の流れとなっています。

今回、この事業を経験させてもらい、事前準備の

大切さを感じました。今期の親睦の担当副会長が嶋

さんですが、嶋さんからは委員長オファーの時から

事業なり役員会への取り組みで、「しっかり準備し

てする失敗は大いにしてほしい。ただし、いい加減

な取り組みでの失敗は許さない」といわれていまし

た。自分の性格は、けっこうその場次第なところも

あり、これくらいでいいかなと途中にしてしまうこ

とがあります。しかし、総会懇親会に関して委員会

の皆様に協力していただいたからだというところも

ありますが、しっかり話し合いをし、早めの準備を

するよう努めることが出来たと思います。委員会も

多く、負担もあったと思いますが委員会メンバーに

は本当に助けていただきました。

当日は、司会進行をさせていただきましたが、特

に緊張もなく、タイムスケジュール通りに終えるこ

とができました。失敗もありましたが、やり終えた

達成感も持てましたし、後悔はなかったです。

懇親会中に助成金をいただく 1 コマがあります。

私たちが活動していくにあたり、多くのご支援の上

で成り立っているのだと改めて感じ

ました。これかも大変なことが多い

と思いますが、自分の行動と成長で

感謝の気持ちを伝えていきたいと思

います。

最後に、64期川上祐輔会長を盛り

上げ、残りの事業も頑張っていきた

いと思います。

親睦委員会

委員長

花木　泰雄

例 会（総会懇親会）
日時：7月22日（月）　場所：大垣フォーラムホテル
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１．人間形成への修練

１．地域社会への奉仕

１．会員相互の親睦
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皆さま、こんにちは。第64期渉

外委員長、62期入会の棚橋建太で

す。 8 月 3 日（土）8 月度例会「第

35回水門川万灯流し」が、水門川

一帯で開催されました。

今年は、大垣市青年のつどい協

議会に、会長金山幸生君、副会長

名和良能君、事務局長に蒲田晃二

君が出向されております。また、

今回の事業で、当会から部会長に市川崇史君、実行

委員会に小林明人君、青木大輔君を輩出しておりま

す。自分の仕事などもある中、皆さん実行委員メン

バーを快く引き受けて下さって、大変感謝しており

ます。本当にありがとうございました。竹の子会の

メンバーが中心に事業を計画、運営をできているこ

とに、大きな喜びを感じる事ができました。

当日は、 9 時30分に当日スタッフの方々に集まっ

ていただき、事業の準備などをしました。皆さま、

大変猛暑の中、一生懸命やっていただいたのですが、

特に新入会員の井口静典君、中尾有策君、古澤和也

君の頑張りには、心を打たれる部分がたくさんあり

ました。体力的にも厳しい状況であったと思います

が、誰一人文句も言わず、一生懸命汗を流している

会員の姿に、感謝の言葉しか見つかりませんでした。

私事ではございますが、今期初めて委員長職を務

めることになり、この 8 月度例会は最初の事業とな

りました。事業を終わって率直な感想は、本当に楽

しい時間を過ごすことができたということです。会

員の皆様の一生懸命な姿、お子様のたくさんの笑顔

をみることができ、思い出に残る 1 日になりました。

お恥ずかしいお話、当会の活動に、どこか真剣に

取り組めずいました。ですので、皆さまにも大変な

迷惑をかけていたのだとわかることもできました。

また、当初、渉外委員長をお願いされた時には、一

番やりたくない委員長でした（笑）。しかし、事業

が終わった後には、渉外委員長をやらさせていただ

いて、本当に良かったと思います。川上会長ありが

とうございます。

最後になりますが、皆さまのご協力のおかげをも

ちまして、無事例会を滞りなく終れたと思います。

改めて感謝を申し上げます。今期もまだはじまった

ばかりですが、竹の子パワーをみせ、より良い会に

していけるよう、微力ではありますが、精進してい

きたいです。

渉外委員会

委員長

棚橋　建太

例会「水門川万灯流し」
日時：8月3日（土）　場所：水門川一帯

月 刊 竹 の 子 No.601〈 2 〉



皆様、こんにちは。第64期教養

委員長を拝命いたしました、橋本

諭と申します。去る 7 月12日（金）

に会員オリエンテーションを開催

し、今期 5 名の新しい仲間をお迎

えしました。

第64期川上会長のスローガンで

ある『 S・I・N　〜信頼・芯心・

進歩〜』を念頭に、特に‘進歩’

を意識しながら、委員会において話し合いを重ね、

配布資料の刷新を図り、また会員同士の親睦を深め

るため、オリエンテーションの中に名刺交換会を盛

り込むなど、新たな仕掛けを計画しました。当日は、

各委員会の活動内容はもとより、名刺交換会を通し

て、会員同士お互いを知る良い機会になったと思い

ます。

私が入会した第62期も同じく、新入会員は 5 名で

したが、今期の新入会員は、我々以上にとても個性

あふれるメンバーという印象を受けました。先輩会

員はもちろんですが、特に同期のメンバーの存在に

助けられながら、会員として活動をすることができ

ていると思っていますので、新入会員の 5 名にも、

同期仲良く、切磋琢磨しながら会を盛り上げて行っ

ていただきたいと思います。また、自分自身として

も、新入会員をサポートしながら、また後輩の勢い

に負けないよう、精進して参りたいと思います。

会員オリエンテーション

教養委員会

委員長

橋本　諭

日時：7月12日（金）　場所：大垣青年の家

第64期大垣竹の子会に入会さ

せていただきました、久保田 吉

則33歳です。

私が竹の子会の入会を決めた

理由としては、すでに竹の子会に

入会していた大切な仲間 2 人に

声をかけていただき、僕に声を

かけてくれたということに、す

ごく喜びを感じて迷うことなく

入会を決めました。

歴史ある大垣竹の子会に入会させていただいたこ

とによって、多くの人にこの先お会いすることにな

ると思います。大垣竹の子会が存在しなかったら、

お会いできていたかわかりません。だからこそこの

素晴らしいご縁を大事にして、自分自身が人として

成長して、大垣竹の子会に貢献していきたいと思っ

ております。皆様宜しくお願い致します。

親睦委員会

久保田 吉則

第64期より大垣竹の子会に入

会させて頂きました、井口静典と

申します。私は揖斐川町出身で、

高校は大垣市の高校に進学し、名

古屋の建築会社に就職しました

が、25歳の時に大垣市の会社に転

職しました。

仕事は、建築の現場監督をやっ

ておりますが、昔から祭りなど

のイベントを携わる事にも興味があり、私生活では、

友人を集めBBQ等のイベントを開催し楽しんでい

ましたので、竹の子会の会員でもあり友人の花木君

の勧めもあり入会することを決めました。

趣味は、ゴルフ、テニス、フットサル等、体を動

かす事が好きなので、機会があれば何でも声を掛け

て下さい。

竹の子会への意気込みは、様々な活動に積極的に

参加をし、多くの方と親睦を深め、自分自身が成長

出来るよう頑張ります。また、竹の子会の活動を通

じて、より一層地域に貢献していきたいと思います。

何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

親睦委員会

井口　静典

新人会員の自己紹介
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日にち：令和元年10月 4 日（金）

場　所：関ヶ原カントリークラブ

交通遺児チャリティーゴルフ大会

99 1010月の予定

第64期より大垣竹の子会に入

会させていただきました、中島功

裕と申します。私は大垣市出身の

23歳になります。生まれも育ちも

ここ大垣市であり、とても大垣市

に魅力を感じております。

私の父が東ライオンズに入会

しており、その影響で私が竹の

子会に入ることを決めました。竹

の子会入会すると、様々なイベントを始め多くの大

垣市民に貢献できることをとても魅力的に感じてお

ります。

まだ入って間もなく、右も左もわからない状態で

すが、今加入している竹の子会の会長を始め、様々

な職種の方との関係を深め、さらに人脈をどんどん

広げて自分自身の成長に繋げていけたらと思ってい

ます。そして何より、竹の子会の様々な行事には積

極的に参加していき、より早く竹の子会の皆様と大

垣市貢献のお役に立てるよう精進していきますので、

何卒ご指導のほどよろしくお願いいたします。

会員の皆様。こんにちは。第64

期より大垣竹の子会に入会させ

ていただきました、古澤和也です。

私は産まれも育ちも大垣市の36

歳になります。

第60期会長の永井OBの元、内

外自動車株式会社で整備士とし

て働いております。

大垣竹の子会の活動は永井OB

から聞いており、大垣の為に大変な事をやられてい

るな、素晴らしいなと思っておりました。まさか私

のような若輩者が、伝統ある大垣竹の子会に入会さ

せていただけるなど思ってもいませんでした。

やるからには全力で！微力ながら頑張りたいと思

います。入会させていただきまして、まだ数ヶ月で

すが毎回新鮮な事ばかりで楽しく思っております。

今後も色々な活動を通じて、様々な業種の方々との

出会いを大切にし、自分自身も成長できるように頑

張っていきたいと思います。

大垣竹の子会の名に恥じぬよう、精一杯取り組ん

でいきたいと思いますので皆様のご指導、ご鞭撻宜

しくお願い致します。

奉仕委員会

中島　功裕

奉仕委員会

古澤　和也

日にち：令和元年10月13日（日）　

場　所：大垣駅通り一帯

十万石ふるさとまつり

日にち：令和元年 9 月22日（日）

場　所：墨俣さくら会館

大人の音楽祭

日にち：令和元年 9 月20日（金）　

場　所：奥の細道むすびの地記念館

講師例会

この度、64期より新入会員にな

りました中尾有策と申します。よ

ろしくお願い致します。

会社は大垣市にある、高橋塗装

株式会社で働いています。その中

で竹の子会のOBでもある社長よ

りお誘いを頂き入会する事を決

めました。正直何も考えず、何

も分からないまま入会しました。

初めて会員の先輩方に会い、話を聞いて思った事

は、竹の子会への想いが熱く輝いて見えました。竹

の子会の良さ苦しさ何よりやって良かったと思える

充実感があるんだと分かりました。そして、人との

繋がりをとても大切にしている事。大人になっても

成長する事が出来る会なんだと思いました。

入会を決めた以上、入会した事を無駄にすること

なく、どんな事にも一生懸命やる事、先輩方のよう

に熱い想いを持って活動する事、その先に自分が少

しでも成長出来ればいいかなと思います。分からな

い事ばかりですが、一生懸命やりたいと思いますの

でよろしくお願い致します。

教養委員会

中尾　有策
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